
南薩地域振興局では,地域の概ね10年後の「将来の姿」やそうなるための「取組」を示す南薩地域将来ビジョンを平成22年3月に作りました。
今回は,このビジョンに基づき地域で活動している住民・団体の皆さんの取組等について紹介します。

南薩地域振興局かわら版

挑戦1　南薩で活き活きと働ける地域づくり挑戦1　南薩で活き活きと働ける地域づくり

南薩から世界へ向けて，いろんな製品を送り出しています。
（株式会社エルム　代表取締役　宮原隆和さん　南さつま市）
　私は43名の社員とともに大好きなふるさとで，一次産業から三次産業，宇宙産業まで幅
広い分野において様々な製品を開発する仕事をしています。
　特にCDやDVDのキズやよごれをとり，きれいにする光ディスク修復装置は世界37ヶ国で
利用され，自動光ディスク修復装置市場においては世界シェア90％以上を占めています。
　最近では，LEDという，蛍光灯などに比べて長持ちで，二酸化炭素排出量も少なく，環境に

優しい照明の開発にも取り組んでいます。
　環境問題については，以前から世界中で議論されてい
ますが，技術者としてこの問題に率先して取り組む必要が
あると考えています。このことから，平成23年1月に新築
移転した会社の面積は以前の2倍になりましたが，自社で
開発したLEDを使ったり，新しい冷暖房システム(※)を導入
するなどして，電力使用量は80％におさえることができて
います。
　私をはじめ社員は，世界を相手にものづくりができ，喜びややりがいを感じています。い
つも「前例がないからこそ頑張ってみよう。」という気持ちで取り組んでいるところです。
　
※夏場の熱を地中にたくわえて，寒い冬場に取り出して利用し，冬の冷たい空気を地中にたくわえて，暑い夏場
に取り出して利用する冷暖房システム。

働く場の確保が図られ，人々が活き活きと働ける地域となるため，
南薩の「もの」や「ひと」を生かした新たな産業おこしへの取組を行っています。

宮原  隆和さん

水土里サークル活動
（馬渡川地域環境保全対策会　南九州市）
　農村の過疎化，高齢化，混住化等が進むなか，農地，農業用水等の地域資源を守る共同活動が弱まってきていま
す。このため，平成19年度から国の施策として農地，農業用水等の資源を地域ぐるみで支えていく農地・水環境保
全対策事業が導入されました。
  私たち，馬渡川地域環境保全対策会では，農地・農業用水等の資源の保全活動として,農地・農業用施設の周辺の
草刈りや水路の泥上げ,農道の補修作
業を実施し,農業環境の向上と景観形
成のためのコスモスなど景観植物の
植栽を実施しています。
　また,九玉小学校の児童の参加によ
る,田植えの体験学習とどろんこドッ
ジボールなどを実施して，地域住民と
の交流及び学校教育等との連携を
図っています。 九玉小学校の児童が，ドッジボールなどの泥んこ遊びを交えて59名全員で苗を植えました。

水産物の付加価値向上に向けた取組
（JF加世田こんぴら市場　南さつま市）
　「ＪＦ加世田こんぴら市場」は，漁業者が獲った水産物を消費者へ直接販売することで，産地の販売活動の活性化
と収益向上を図ることを目的に，昨年5月にオープンしました。「ＪＦ加世田こんぴら市場」では，漁船から直接売場
に持ち込こまれた新鮮な魚を，その場
で刺身などに調理しています。また，特
産のシラスなどを原料にした「しらす
丼の素」や「佃煮の素」といった加工品
の開発も行なっており，地元で水揚げ
された水産物の付加価値向上に努め
ています。
　おいしい加世田の魚をぜひご賞味
ください。 売り場の様子 店舗外観

挑戦３　地域で支える健やかな暮らしと快適な環境づくり

地域に溶け込んだボランティア活動
（紙ふうせん（母親クラブ）　会長　坂口トミコさん　南さつま市）
　私たち「紙ふうせん」は，平成元年に内山田校区を元気にしたいとの思いから，子ども
の遊び場であるキッズランド児童館を拠点にして，主に中高生の子を持つ母親を中心に
活動を始めました。
　「紙ふうせん」の名前は，「力を入れすぎず，そっと優しく，大きな息を吹き込んでみんな
の夢をふくらまそう」との思いを込めて名付けられました。
　現在，乳幼児とお母さんが親子で参加して，一緒に遊びながら親子の絆を強めたり，子
ども同士や親同士の交流を図る「ハッピーママサロン」などの子育て支援や地域行事の
ボランティアなど活動を広げ，地域に溶け込んだ活動を行っています。
　活動を始めた当初は，ボランティアに対する理解があまりありませんでしたが，地道に
続けている間にだんだんと理解が得られるようになりました。「させられているのではな
く，させていただく」という気持ちで，自分たちが楽しんで続けられることが大事だと思い
ます。
　今後は，高齢者の見守り活動を行うためのネットワークづくりなど，より一層地域の
方々とのつながりを深めていきたいと考えています。

行政・企業・地域が協働して子育てを支援する
気運づくりの取組を行っています。

キッズランド児童館は，地元木材を利用し
て改築し，平成22年12月に完成しました。
（県のかごしま木づかい推進事業を活用）

ハッピーママサロンの様子
（一番左が坂口会長）

挑戦2　笑顔と自然が織りなす観光地づくり挑戦2　笑顔と自然が織りなす観光地づくり

西大山駅での観光客のおもてなし，清掃・植栽ボランティア活動
（金子勝夫・庸子御夫妻　指宿市）
　平成18年5月に横浜から移り住み現在6年目を迎えています。二人の散歩
コースになっていた西大山駅（JR日本最南端駅）のテレビ放送をきっかけ
に，観光客が増えていることに気づいた私たちは，麦茶や手作りお菓子での
おもてなしを始め，それ以来観光客との出会いを楽しんでいます。

　また，駅の草取りや花の植え
かえといった環境美化・清掃活
動にも取り組み，今年の5月に
は，西大山駅の名誉駅長に就任
させていただきました。
　九州新幹線の全線開業で短縮
された移動時間を使って，西大
山駅以外の観光地にも足を運ん
で頂ければうれしいですね。

再び訪れたいと感じられる観光地づくりへの
取組を行っています。

南薩地域の魅力アップのために頴娃で頑張っています！！
（シーホースウェイズ株式会社　専務取締役　加藤　潤さん　南九州市）
　私は以前，関東地方に住んでいましたが，番所鼻自然公園をはじめとする
頴娃の素晴らしい自然に感動し，平成22年2月に家族4人で移り住みました。

　現在，南九州市頴娃町別府で弟と，日
本唯一のタツノオトシゴ観光養殖場を運
営し，タツノオトシゴを使ったストラップ
やクッキーなど関連グッズの製作も
行っています。
　このタツノオトシゴストラップやパ
ワースポットとして話題の釜蓋神社がマ
スコミに取り上げられるようになって，
ここ頴娃町別府に県内外の観光客の
方々が訪れるようになりました。
　私は「頴娃には海や大地の素晴らしい景色，お茶などの農産物といったダイ
ヤの原石のような磨けば光る素材がたくさんある。」と思っています。そのよう
な素材を広く知ってもらうため，地域の観光スポットを案内したり，毎週日曜
日に釜蓋神社で，地元の採れたて野菜や特産品などを販売する朝市を地域の
皆さんとともに開催しています。
　自分一人でできることは限られていますが，これからも地域の皆さんと協力
して頴娃から南九州市，そして南薩地域全体の魅力アップのために取り組んで
いきたいと考えています。

ボランティア活動を通して，地域づくりに貢献
（南九州市高校生クラブ　南九州市）
　南九州市高校生クラブ（会員数373名）は,知覧中学校同窓生の交流と
ボランティア活動を通して地域の一員としての自覚を深めることを目的
に昭和57年に結成しました。
　毎年8月には交通安全運動,防犯キャンペーン,独居老人への励まし,
清掃活動などのボランティア活動を行う「高校生ふるさと大会」を開催し
たり，校区行事や市主催の各種イベントに参加するなど地域活動に積極
的に参加しています。
　これらの活動を行うことで生
涯を通して南九州市の町づくり・
人づくりに取り組む姿勢を養って
います。
　今後は，市全域の高校生から
会員を募集し，活動の拡大を図
り,南九州市における青少年団体
の中核として活動していきたいと
考えています。

南薩地域の持つ教育的な伝統や風土を生かして
将来の南薩地域を担う子どもたちを育成します。

鹿児島県青少年育成県民会議で表彰されました。

お茶ボランティアの様子 募金活動の様子

挑戦６　心ふれあう安心・安全な地域社会づくり挑戦６　心ふれあう安心・安全な地域社会づくり

安心・安全な村づくり
（湯穴公民館長　久木田　征男さん　枕崎市）
　湯穴地区の公民館長をお引き受けしてから9年目になります。
　私の住む湯穴集落は，枕崎市の中心部から北西に約3km，園見岳の麓に位置していることから傾斜地が多く，
また集落の中心を渓流が流れ，近くには花渡川もあり，過去には大雨による土砂災害や床上浸水も発生しました。
　そのため，昔から地区住民の方々は「防災」に対して高い意識を持っていましたが，平成18年には自主防災組織
を設立し，いざというときに迅速・的確に活動できるよう，避難訓練等を
行っています。
　痛ましい被害を防ぐためには，早めに避難することが最も大切であり，
そのためには地区の方々に正確な情報を素早く，確実に伝える必要があ
ることから，各戸への無線放送施設の設置も平成18年に完了しました。
そのほか住宅用火災警報器の共同購入，交通安全教室の実施など，「防
災」に対する様々な取組を進めていますが，これからも私の大好きな「湯
穴集落」が，楽しく，安心・安全に住めるよう，地区の皆さんや関係機関と
一緒になっていろんなことに取り組みたいと思います。

地域住民の皆さんとともに，
日本一暮らしやすい地域の形成を目指します。

平成22年11月一部完成の「湯穴第一ダム」の前にて
（火山砂防事業）

挑戦７　未来を拓く人づくり挑戦７　未来を拓く人づくり

金子 勝夫・庸子 御夫妻観光客とのふれあい
新社屋全景

一緒に活動している地域の皆さん

加藤 潤さん

　知覧銘茶研究会は，知覧茶の銘柄確立を図るため昭和46年7月知覧町後岳地区の農家15名で発足しました。
　研究会では，昭和49年に鹿児島県で開催された全国茶品評会で上位入賞を目指し，県茶業試験場(当時)や関係
機関の指導・協力のもと，会員自らが一番茶の最も忙しい時期に自分の茶工場の操業を停止してまでして静岡県
に研修に出向くなど，徹底した技術習得に努めました。その結果，同年の品評会では，最高の産地賞並びに農林水
産大臣賞をダブルで受賞することができました。
　また，平成7年全国茶品評会に機械摘み30キロの部が創設されてからは，平成21年までの15年間に6年連続を
含む12回の産地賞を受賞するなど，
全国の茶業関係者や消費者に対し「知
覧茶」の認知度を高めることに貢献し
ました。
　これらの功績が評価され，研究会は
平成21年に第60回南日本文化賞を
受賞しました。
　現在は会員も29名に増え，会員一
丸となって更なる銘柄の確立に努め
ています。
　
※南薩地域のお茶は，日本一の荒茶生産量を誇る南九州市を始め，枕崎市，南さつま市などで栽培され，県内の約5割の栽培面積，荒茶生産量
を占めています。各地でお茶農家が良質茶の生産に頑張っていますが，今回は，このうち知覧銘茶研究会の活動を紹介します。

挑戦4　本物。太陽と大地と水の恵みを生かした農林水産業おこし挑戦4　本物。太陽と大地と水の恵みを生かした農林水産業おこし

日本一の茶産地づくり （知覧銘茶研究会　南九州市）

南薩地域の温暖な気候や立地条件を生かした
特色ある農林水産の産地育成に取り組んでいます。

第60回南日本文化賞受賞出品対策に取り組む会員
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方々とのつながりを深めていきたいと考えています。

行政・企業・地域が協働して子育てを支援する
気運づくりの取組を行っています。

キッズランド児童館は，地元木材を利用し
て改築し，平成22年12月に完成しました。
（県のかごしま木づかい推進事業を活用）

ハッピーママサロンの様子
（一番左が坂口会長）

挑戦2　笑顔と自然が織りなす観光地づくり挑戦2　笑顔と自然が織りなす観光地づくり

西大山駅での観光客のおもてなし，清掃・植栽ボランティア活動
（金子勝夫・庸子御夫妻　指宿市）
　平成18年5月に横浜から移り住み現在6年目を迎えています。二人の散歩
コースになっていた西大山駅（JR日本最南端駅）のテレビ放送をきっかけ
に，観光客が増えていることに気づいた私たちは，麦茶や手作りお菓子での
おもてなしを始め，それ以来観光客との出会いを楽しんでいます。

　また，駅の草取りや花の植え
かえといった環境美化・清掃活
動にも取り組み，今年の5月に
は，西大山駅の名誉駅長に就任
させていただきました。
　九州新幹線の全線開業で短縮
された移動時間を使って，西大
山駅以外の観光地にも足を運ん
で頂ければうれしいですね。

再び訪れたいと感じられる観光地づくりへの
取組を行っています。

南薩地域の魅力アップのために頴娃で頑張っています！！
（シーホースウェイズ株式会社　専務取締役　加藤　潤さん　南九州市）
　私は以前，関東地方に住んでいましたが，番所鼻自然公園をはじめとする
頴娃の素晴らしい自然に感動し，平成22年2月に家族4人で移り住みました。

　現在，南九州市頴娃町別府で弟と，日
本唯一のタツノオトシゴ観光養殖場を運
営し，タツノオトシゴを使ったストラップ
やクッキーなど関連グッズの製作も
行っています。
　このタツノオトシゴストラップやパ
ワースポットとして話題の釜蓋神社がマ
スコミに取り上げられるようになって，
ここ頴娃町別府に県内外の観光客の
方々が訪れるようになりました。
　私は「頴娃には海や大地の素晴らしい景色，お茶などの農産物といったダイ
ヤの原石のような磨けば光る素材がたくさんある。」と思っています。そのよう
な素材を広く知ってもらうため，地域の観光スポットを案内したり，毎週日曜
日に釜蓋神社で，地元の採れたて野菜や特産品などを販売する朝市を地域の
皆さんとともに開催しています。
　自分一人でできることは限られていますが，これからも地域の皆さんと協力
して頴娃から南九州市，そして南薩地域全体の魅力アップのために取り組んで
いきたいと考えています。

ボランティア活動を通して，地域づくりに貢献
（南九州市高校生クラブ　南九州市）
　南九州市高校生クラブ（会員数373名）は,知覧中学校同窓生の交流と
ボランティア活動を通して地域の一員としての自覚を深めることを目的
に昭和57年に結成しました。
　毎年8月には交通安全運動,防犯キャンペーン,独居老人への励まし,
清掃活動などのボランティア活動を行う「高校生ふるさと大会」を開催し
たり，校区行事や市主催の各種イベントに参加するなど地域活動に積極
的に参加しています。
　これらの活動を行うことで生
涯を通して南九州市の町づくり・
人づくりに取り組む姿勢を養って
います。
　今後は，市全域の高校生から
会員を募集し，活動の拡大を図
り,南九州市における青少年団体
の中核として活動していきたいと
考えています。

南薩地域の持つ教育的な伝統や風土を生かして
将来の南薩地域を担う子どもたちを育成します。

鹿児島県青少年育成県民会議で表彰されました。

お茶ボランティアの様子 募金活動の様子

挑戦６　心ふれあう安心・安全な地域社会づくり挑戦６　心ふれあう安心・安全な地域社会づくり

安心・安全な村づくり
（湯穴公民館長　久木田　征男さん　枕崎市）
　湯穴地区の公民館長をお引き受けしてから9年目になります。
　私の住む湯穴集落は，枕崎市の中心部から北西に約3km，園見岳の麓に位置していることから傾斜地が多く，
また集落の中心を渓流が流れ，近くには花渡川もあり，過去には大雨による土砂災害や床上浸水も発生しました。
　そのため，昔から地区住民の方々は「防災」に対して高い意識を持っていましたが，平成18年には自主防災組織
を設立し，いざというときに迅速・的確に活動できるよう，避難訓練等を
行っています。
　痛ましい被害を防ぐためには，早めに避難することが最も大切であり，
そのためには地区の方々に正確な情報を素早く，確実に伝える必要があ
ることから，各戸への無線放送施設の設置も平成18年に完了しました。
そのほか住宅用火災警報器の共同購入，交通安全教室の実施など，「防
災」に対する様々な取組を進めていますが，これからも私の大好きな「湯
穴集落」が，楽しく，安心・安全に住めるよう，地区の皆さんや関係機関と
一緒になっていろんなことに取り組みたいと思います。

地域住民の皆さんとともに，
日本一暮らしやすい地域の形成を目指します。

平成22年11月一部完成の「湯穴第一ダム」の前にて
（火山砂防事業）

挑戦７　未来を拓く人づくり挑戦７　未来を拓く人づくり

金子 勝夫・庸子 御夫妻観光客とのふれあい
新社屋全景

一緒に活動している地域の皆さん

加藤 潤さん

　知覧銘茶研究会は，知覧茶の銘柄確立を図るため昭和46年7月知覧町後岳地区の農家15名で発足しました。
　研究会では，昭和49年に鹿児島県で開催された全国茶品評会で上位入賞を目指し，県茶業試験場(当時)や関係
機関の指導・協力のもと，会員自らが一番茶の最も忙しい時期に自分の茶工場の操業を停止してまでして静岡県
に研修に出向くなど，徹底した技術習得に努めました。その結果，同年の品評会では，最高の産地賞並びに農林水
産大臣賞をダブルで受賞することができました。
　また，平成7年全国茶品評会に機械摘み30キロの部が創設されてからは，平成21年までの15年間に6年連続を
含む12回の産地賞を受賞するなど，
全国の茶業関係者や消費者に対し「知
覧茶」の認知度を高めることに貢献し
ました。
　これらの功績が評価され，研究会は
平成21年に第60回南日本文化賞を
受賞しました。
　現在は会員も29名に増え，会員一
丸となって更なる銘柄の確立に努め
ています。
　
※南薩地域のお茶は，日本一の荒茶生産量を誇る南九州市を始め，枕崎市，南さつま市などで栽培され，県内の約5割の栽培面積，荒茶生産量
を占めています。各地でお茶農家が良質茶の生産に頑張っていますが，今回は，このうち知覧銘茶研究会の活動を紹介します。

挑戦4　本物。太陽と大地と水の恵みを生かした農林水産業おこし挑戦4　本物。太陽と大地と水の恵みを生かした農林水産業おこし

日本一の茶産地づくり （知覧銘茶研究会　南九州市）

南薩地域の温暖な気候や立地条件を生かした
特色ある農林水産の産地育成に取り組んでいます。

第60回南日本文化賞受賞出品対策に取り組む会員


